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第一回 佐々木正美氏研修会 

テーマ：「自閉症の人が地域で生活するために ～理解者に恵まれて～ 」 

                   
           講演：佐々木正美氏（児童精神科医、川崎医療福祉大学教授）           

日時：2011 年 10 月 2 日 14:00～16:00   
場所：練馬区立勤労福祉会館 

                     司会：新井豊吉（特別支援学校教師） 
 

 司会者： 皆さん、こんにちは。何人かの方が

「落語はこちらですか？」といらっしゃいまし

たが、こちらは講演会です。佐々木先生は落語

はなさいませんので…。（笑） 
  それでは、講演会を始めます。 
皆様ようこそいらっしゃいました。 

 石神井特別支援学校がこの近くにあります。

そこの、私を含めた何人かの教員が、是非練馬

区に佐々木先生をお呼びしたいと話し合ってき

ました。そして、多くの団体の方が賛同して下

さり、講演会の運びとなりました。それらの団

体のパンフレットが後ろに置いてございますの

で、よろしかったらお取り下さい。 
計画を始めたのが 4 年前、先生の予約が取れ

たのが２年前でした。保護者の方々に是非いら

して頂きたい、それには日曜日の午後で、保育

が必要だ、ということで準備をさせて頂きまし

た。 
いまこうして実現したことを、とっても嬉し

く思っております。 
先生はきょうは午前中 医師会で講演を済ま

せまして、ご飯も食べずに自分で運転してこち

らまでいらして下さいました。 
 それでは、先生よろしくお願いいたします。 
 
 

【 講 演 】 
 

皆さま、こんにちは。お昼を食べないで参り

ましたが、こちらへ来て、頂きましたよ。です

からどうぞ何もご心配なさらないで下さい。 
 
 
 

１．発達障がいのスペクトラム 

 

 
“自閉症スペクトラム”という言い方があり

ますが、スペクトラムという言葉は連続体と言

う言葉ですよね。どのように連続体なのかと言

うと、自閉症の人、それから自分は自閉症でな

いと思っていらっしゃる人、その間がずっと連

続性がある、こういうことですね。 
一線を引いて、この線から向こうの人が自閉

症、この線からこちらは自閉症でない人です、

こんなことは言えないのです。 
これからいろいろお話しをしていきます。で

きれば「あぁこういう所は自分でも思い当たる

なぁ」というようなことを頭においてお聞き頂

けるといいと思うのです。と言いますのは自閉

症の人に対して理解を深めて頂かないと、自閉

症の人は決して幸福になれないのです。周りの

人が理解者でないと、自閉症の人は非常に苦し

みます。 
この講演に、私は≪理解者に恵まれて≫とい

う副題を付けました。 
弱点を修正するのではなくて、弱点を治そう
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とするのではなくて、持っている長所、優れた

点をしっかり伸ばすように、そのように育てら

れるのが幸福なのです。 
そして“発達障がいスペクトラム”という言

い方が私は好きです。と言いますのは、昔は「何

ちゃんは自閉症です」とか「A ちゃん自閉症だ

って」「B ちゃんは自閉傾向がある」と言われた、

「C ちゃんは自閉的だ」と言われた。何にも違

いはありません。そういうふうに、その時の診

断する人の気分と言ったら変ですけれども、お

母さんがどれくらいそういう問題を受容して下

さるかどうかということを案じながら、いろい

ろカムフラージュをしてお伝えしたんですよね。

自閉症と言われるよりは自閉的なところがあり

ますねとか、自閉傾向がありますねと言われる

と、何か軽く聞こえるというか、そういう安心

感を期待しながら臨床者は言いました。 
今は、“スペクトラム”と言います。 
呼び名は本当は私はどちらでもいいと思って

いますが、だんだんに広汎性発達障がいという

言葉が出てきて、その中で、能力の高い人の場

合に、どういう能力がどのように高いかという

ことを、細かくはここでは詮索しませんが、そ

ういう人たちを高機能自閉症と言ったり、IQ の

検査を受けると正常以上に高い、こういう人た

ちをよく高機能自閉症とこう言いました。今で

も言います。それから、話し言葉が自由にお話

しになれる人をアスペルガー症候群とこんなふ

うに区分けをしているようでいて、実は出来ま

せん。みんな一線を画することが出来ないのに

もかかわらず、こういうようなことが言われて

いるわけです。 
ご両親・保護者の方で、「A ちゃんは自閉症で

すね。でも、ADHD 注意欠陥多動性障がい、そ

れもありますね」というふうに言われて、障が

いが二つあるかのような言われ方をされた方が

いるかと思うのですね。自閉症だけども ADHD
もあるとか。こんなことはないのですよ。みん

なこれはひとかたまりの、一群の連続体です。 
風邪を引きました。「インフルエンザですね」

と言われました。何ちゃんの場合は咳が強いで

すね、何ちゃんは熱が高いですね、とこういう

ことであって、インフルエンザには変わりない

わけですね。そういうふうに、ご理解頂くとい

いのです。 
発達障がいスペクトラムの中で、ADHD 注意

欠陥多動性障がいと言われるような“特性”を

持っていらっしゃる。それから、学習障がい LD
と言われます。勉強出来ない人を学習障がいと

言うのではありません、誰もが怠ければみんな

出来ないのです、それは学習障がいと言うもの

ではないのです。それは、ある特別な領域がな

かなかうまくいかない、どうしてこんなことが

上手くいかないんだろう、と思うような学習の

いろんな面にでこぼこおうとつがある、学習障

がいがある、とこう言われますね。計算はとっ

ても素早く良く出来るのに、応用問題になると

数式が書けなくなる、これは一つの例でありま

すがそういう人たちを学習障がいと言ったりも

します。IQ がこんなに高いのに、どうして作文

が書けませんか、そういうような意味合いで学

習障がいと言ったりします。 
この人たち全体を、学習障がいとか注意欠陥

多動性障がい・ADHD とか自閉症とかアスペル

ガーとか何とか、というふうに分類するのは私

はあまり好きではありません。そしてそういう

分類をあまり致しません。 
みんなこの人たちはひとかたまりの連続体の

人です。その連続体と言うのは、私たちとも繋

がっているのです。いろんな程度に、連続性が

あります。どこからが発達障がいでどこからが

そうでない、という一線を引くことは出来ませ

ん。 
比喩的な例として、こういう比喩がいいかど

うか分かりませんが、IQ なら IQ を基準にして、

あの人は頭がいい人ですね、IQ が 130 とか 140



3 
 

とかもっとあるとかというような人を、頭がい

い人ですね、と言う人がいるとします。それで

は、“頭が悪い人ですね”ってどこから言うので

すか？ “普通の人”ってどこから言うのです

か？ 一応それは、学会はね、IQ がいくらから

いくらまではどういうこういうと決めています

よ。けれども、連続性ですよね、みんな連続性、 
連続体です。 
 いろんな能力に個人差があり、おうとつがあ

りでこぼこがあり、不均衡さがあり、どういう

ことが得意でどういうことが苦手で、等々があ

るわけです。例えば、お母さんが、お料理は得

意だけどお洗濯は苦手だとか、そういうことが

あるわけです。発達障がいですかそれは。そう

いうふうなものです、言ってみれば。そういふ

うにとらえていくと、みんな発達障がいのよう 
に思えてくるわけですね。 
何もかもバランスよく得意だというような人

はいないわけです。ことさら、どういう領域が

得意でどういう領域が不得手で、というような

ことで発達障がいということを考えていくこと

が多いわけです。それで発達障がいスペクトラ

ム、連続体とこういう言い方をするのです。 
連続性があるということは、全ての人の間に

いろんな程度に連続性がありますから、とこう

いうふうにどうぞご理解下さい。 
 

 この人たちの持っている特性は、一人ひとり

違います。例えば、「自閉症」と言われた人がい

るとします。そうすると、共通点があるから「自

閉症」と臨床者たちは診断しました。共通点が

あるからです。 
けれども自閉症と言われた人たちはみんな共

通点を持ちながら、一人ひとり違います。みん

な個人差を持っています。個人差を持って、一

人ひとり違うのです。一人ひとり違うのですけ

れども、共通点をみなさん持っていらっしゃる。

それが、ADHD でも LD でも自閉症でもアスペ

ルガーの人でも、みんな共通点を持っていらっ

しゃるのです。 
 
 どういう共通点を持っていらっしゃるかと言

うと、中枢神経系統の一極集中的な機能、一極

集中的な能力は、たいてい皆さん高いものを持

っていらっしゃいます。 
医学の領域では機能という言い方をします。

能力というふうに教育の場では言うかもしれま

せんが。得意な部分があるのです。良くできる

部分があるのです。普通の人よりも得意な部分

があったりします。苦手な部分が様々にあって

も、一極集中的なところが良く出来るのですね。

だんだんにこれはご案内して行きます。 
同時総合機能的なことになると出来ないので

す。これも、いろんな程度に、出来ないのです。

個人差がありますよ。個人差を持ちながら、同

時総合的なことになると出来ない。ギャップが

あるのです。一人の人の中に、個人の中の能力

にあっちこっちギャップがある、まあ、落差が

あるとこう申し上げていいでしょうか。 
一極集中的なことは良くできるのです。小さ

な例を挙げますと、走ることならば早い子もい

ます。もちろん発達障がいの子どもはみんな早

いというわけではありません。一般の人たちに

も早い人も遅い人もいるように、走ることが早

い人がいるのですけれども、そうすると運動神

経が良いかというと簡単にそう言えないのです。

短距離でも長距離でも走ることなら早いのです。

ところが三段跳びが出来ません。走るのは早い

んです。手足の運動にどこにも支障がないので

す、運動マヒというようなものは。だけど跳び

箱のようなことをやろうとしたら非常に下手で

す、発達障がいの人は。 
助走をつけてきます。踏み切り板をしっかり

見据えて、そこで踏み切ります。踏み切った時

には、飛び跳ねる方向は、より高くより前方に

といくつかの要素が合わさってくるわけですね。
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走ってくる、踏み切る、飛び上がる、飛び上が

る方向はより高くより前方に。こういうことが

あるわけです。その瞬間に、両手を跳び箱の背

に付くわけです。両手をパッと付く。付く直前

には両足を広げているのです。かと思ったら、

もう次の瞬間には、向こう側に着地をするわけ

です、マットの上へ。着地をするときには両足

を閉じていなさい。 
こんなこと、いちいち細かくくどくどと説明

して跳び箱をするわけではありません。が、け

れども跳び箱を飛ぶということはそういうこと

をしているわけです、簡単に申し上げても。こ

ういう一連の動作を、総合的に連続的に自分で

まとめている。いわゆる運動神経の良い人達は、

お手本をちょっと見て、一回二回してみるかも

しれませんが、直ぐ出来るようになっていく。 
このようなことを合わせてやるのが、同時総

合機能ですね。このいくつもの動作を、すべて

の脳の働きを合わせてやるのが苦手なのです。

いろんなことを一緒くたにやることが苦手なの

です。 
一つの事に集中するのはとても得意です。い

ろんな意味で得意なのです。 
本当は動作だけではないのですよ、苦手なの

は。これからお話していきますが。 
いろんなことを合わせてやるのが“良い”と

単純にそんなことは言えませんよ。結婚してい

るのに相手の奥さんとか旦那さんとか、他の人

にきょろきょろしている、合わせてあれこれや

っている。そんなのは長所でも何でもありませ

んが、世の中にはよくいます。どういう総合機

能か、何人もの奥さんを持っているとかね。ま

あ私はそんなにたくさんの人を知っているわけ

ではありませんが、芸能界の人などは、本当に

私は知らなすぎるほど知らないのですが、なん

となく石田純一さんなんか同時総合機能が上手

だなあと、こういうようなことを噂で聞いたり

しています。お会いしたことがありませんよ、

だから正しいか正しくないか分かりませんよ。

発達障がいではないですよ、石田純一さんは絶

対に違う。わかりましょう？  
トランポリンならピョンピョンと飛び跳ねる

ことをあんなに上手に出来るけど、綱を持って

縄跳びが出来るかというと、これが非常に難し

い。この難しさは、普通の難しさの度合いを超

えます。 
ところがトランポリンなら長時間とても上手

に飛び跳ねている。こういう子どもは珍しくあ

りません。いろんなことで、同時総合機能とな

ると下手になるのです。単純な暗記型の勉強な

らばとても上手に出来るのですが、それをいろ

んなやり方で色々な方向に応用していくことに

なると苦手な人が多いのです。 
文字をたくさんよく知っているのに、そして、

おしゃべりも普通に出来ているように見えるの

に作文はとってもダメ、とこういうことです。

でこぼこ・不均衡さがあるのが発達障がいのあ

るお子さんです。 
これは一般論です。専門的には同時総合機能

とか総合機能とか、こう言われますが、それが

苦手なのです。 
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２．統合機能不全 

 
良き理解者に 
 

横浜に、クラスの生徒全員にちゃんと跳び箱

を飛べるようにしてやろうと熱心に取り組まれ

た先生が、私の知る限り何人かいらっしゃる。

最近は、そういう間違えをする先生はいないか

もしれませんが、その先生に体操を指導された

生徒が、私が知るだけでも少なくとも 3 人 4 人

は不登校になりました。学校に行けなくなって

しまいました。 
そんなひどいことをですよ、無理強いして、

と私は思います。跳び箱なんかクラスの全員が

飛べるようにする必要はないのですよ。中には

簡単に飛ぶような得意な好きな子がいるでしょ

うけど、発達障がいの子どもにしてみれば一番

苦手なことですよ。 
先生は悪意ではないのですね。ある意味では

善意で、みんなと同じことが同じようにできる

ようにと…。 
みんなと同じことが同じように出来るように

という教育が最悪ですよね、発達障がいの人に

は。このことをしっかり頭の中に置いて下さい。

得意なことをやればいいのです。弱点を修正す

るのではないのですよ。もっと言いますと、修

正できません。 
 得意な所を、長所を伸ばしてあげるようにす

る。得意な所がうまく伸ばしてもらえるような

環境に置かれた人は、普通の子ども、普通の人

達よりも伸びていきます。 
 
 一芸に秀でている人を、何人も存じ上げてい

ます。過去の歴史を振り返っても、大勢いらっ

しゃるそうです。ニュートンがそうであった、

モーツァルトがそうであった、アインシュタイ

ンがそうであった、最近は、ビル・ゲイツさん

がそうで、アスペルガーと言われますね。 

 で、多分この人達は、ある意味一芸に秀でて

いるのですよね。ある狭い領域の高度な専門家

なのです。そのかわり、どんなに弱く駄目な所

があったとしても、そういうことを周りの人達

が皆さんカバーしてこられたわけです。 
 お会いしてもいない人たちを単純にどうのこ

うのと申し上げるつもりはありません。でも私

は発達障がいの人達が好きですから決して否定

的な意味でこういう事を申し上げているのでは

ない、とご理解頂くといいかと思うのですが、

最近岡本太郎さんの半生を描いたテレビの番組

がありまして、それとなく拝見していました。

やっぱり発達障がい寄りの方じゃないでしょう

か、これからお話していきますけれど、視覚的

な世界に強い…。 
 良き理解者がいらっしゃいましたね、としこ

さんとおっしゃる。結婚していたわけじゃない

けれど、結婚していた以上に親しいっていうか、

結婚していても疎遠な夫婦っていますが、あの

方達は並の結婚以上に理解しあって、お似合い

であって、岡本太郎さんは、一人では生きてい

くことがお出来にならなかったのじゃないかな、

というふうに思います。おやりになっているこ

とが一芸に秀でている。音楽もお出来になった

そうですね。音楽と、絵画って言いましょうか

造形って言いましょうか。発達障がいと断定申

し上げたわけじゃありません。だけど、岡本太

郎さんが発達障がいであったにしろなかったに

しろ、岡本さんの価値がそれによって左右され

るものでは全くありませんから安心してこうい

う事を申し上げているのです。 
 
視覚 
 
 統合機能が弱いのです。あれもこれも一緒に

やるのが弱いのです。 
まず視覚的なこと、目でパッと見たことを見

た通りに理解する、覚える、見たら分かるとい
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う事に関して、能力が高いです。非常に高いの

です。視覚的な記憶っていうのは、普通の人よ

り能力が高いのです。だからジグソーパズルが

上手なわけでしょう？ ブロックを組み合わせ

て遊ぶのが、強いわけですね。 
 
具体的、個別的、規則的、法則的なこと 
 
 具体的な事、とってもよくお出来になります。

個別的な事も、能力が高いのです。こうであれ

ば必ずこうです、ということはとても能力が高

いのです。規則・法則性、ですね。 
 一般社会ではしばしば、こうであっても必ず

こうでは無くて、それがどういう意味か分から

ないというようなことが多いのです。その場の

空気、その時の状況、文脈、前後関係によって、

それにはいろんな意味合いがある、というよう

なことが、発達障がいの方は非常に難しいわけ

ですね。 
 個別的な事、歴史の勉強ならば「よくもこん

なに詳しく知っているな」と言うほど覚えてい

る人もいます。大化の改新は？と言われたら何

年、フランス革命は？と言われたら何年ってい

うのは動かしがたい個別的な具体的な事実で、

そういうものは強いですね。ですから歴史がと

ても得意であるとか、考古学が得意になられた

とか、いろんな方が決して珍しくはありません。 
それから、大きくなっていって高機能の人の

場合には、規則や法則がはっきりしていると、

その分野が得意ですね。その規則・法則を掴ん

でしまわれたら、得意になるわけです。だから

数学や物理などがよく出来る、という高機能発

達障がいの人はしばしばいらっしゃいます。 
 
 昨年の 3 月に東京大学で発達障がい支援室と

いうのが出来ましたというのを新聞で小さな記

事でしたが読んで、「あー、なるほどな」と思っ

たのです。それはもう、東大生の中にも何人も

いると思いますね。けれども応用問題とかいろ

んなことでやっぱり苦しんでいらっしゃるでし

ょうし、大学を卒業した後、就職をしていかれ

るっていう時に、大学が多大な援助っていうか

協力っていうか、色々なことをなさる必要があ

るわけですね。 
 私の大学にもアスペルガー症候群の人が何人

もいらっしゃいます。視覚的な情報が強いので、

話し言葉だけの講義を聞くっていうのはとても

苦手です。講義を聞きながらノートをとるなん

てことは、さらに困難です。それは同時統合機

能ですからね。 
 ですから、私はそういう学生が何人もいるっ

て事が分かってきましたから、他の教職員の皆

さんにも色々協力を求めていって、教職員全体

での勉強会を何度かやりました。そして、話し

言葉だけの講義は極力避けて、教科書をしっか

り設定するとか、あるいは講義をしょうと申し

上げました。今日皆さんにお配りしたようなノ

ートを作って学生にお配りして、講義をしまし

た。私は圧倒的に多くの時間をこういう講義ノ

ートを作っているのです。 
発達障がいの学生だけに配るなんてことは出

来ませんから、みんなに渡しました。発達障が

いでない学生にも評判が良かったですよ。講義

ノートを配って、講義を致しましてね。必ずや

りますから。ただ、一つの科目だけは、自分自

身が分担執筆をしているある本をそのまま教科

書に使いましたが。 
 視覚的な情報が強いです。文字から学ぶ力は、

話し言葉なんかから学ぶより遙かに能力が高い

です。文字から学ぶ能力が高い。しかも、記憶

がいいですね。記憶がいいです。 
こういうことを知って下さい。これがこの子

達、この人達の特性です。 
 
ある手紙 
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 出来るだけ具体的にご案内したいと思います

から申し上げますが、去年の春に京都大学に合

格したというある学生から手紙を貰ったのです。

知らない人でした。 
 で、どういうことでかと申しますと、 
「それまで自分は様々に生き辛さを感じでいて、

大学に入ってゼミナールが決まって、そのゼミ

ナールの担当の先生がとっても優しい良い先生

に思えたので、思い切って自分の生き辛さを相

談してみたのです」 
「そうしたら、その先生はあるクリニックを紹

介して下さって、そこに行きましたら『アスペ

ルガーですね』って言われたのです」 
「嬉しかったです」 
（その学生さんが書いてらっしゃる。「嬉しかっ

た」って） 
「どうしてもっと早くそれを教えてくれる人が

いなかったのか」 
「自分が怠けて、努力をしないから色々苦しか

ったり大変なんじゃないのだ」 
「アスペルガーという持って生まれた特性のた

めに色々苦労があったのだなということが分か

って、とっても嬉しかった」 
「自分のことを、もっと早く教えて欲しかった」 
と、こうお書きになっているのです。 
そして、 

「アスペルガーの事をより良く知りたいと思い

ましたから、クリニックの帰りに本屋さんに寄

って、アスペルガーの本を探したら、佐々木先

生、あなたのお書きになった本が真っ先に目に

飛び込んできた」 
と、こうおっしゃった。書棚をご覧になったん

でしょううね。 
「それで、それを買いました」 
 

ここらへんも特徴になりますよ。ふつう一般

の人でしたら、たいてい何冊かの本を、手に取

って見ながら読み比べる。ザーッとでも、見比

べるかしてから買われませんか？ この辺がシ

ングルフォーカス、モノトラック、一極集中的

です。独特ですね。 
「最初に目についたのが佐々木さんの本だった、

だからそれを買いました」 
と、こうおっしゃる。 
「家へ帰って急いで読みました。読んでみまし

たら、佐々木先生はその本に私の事ばかり書い

てらっしゃる」 
と、こういうふうに書いていらっしゃる。 

これもまたアスペルガー、発達障がいの人の

特徴です。「佐々木さん、あなたのお書きになっ

た本に私はよく当てはまりました」というので

はない。「私のことばかりに書いてある」とおっ

しゃるのです。 
悪意でとか善意とかそんなことではなくて、

率直に感じたままを書いていらっしゃる。 
そして 

「自分はこうだった、っていうのがよく分かっ

た」 
「視覚的な世界に強い、話し言葉を聞くより文

字が強い、絵が強いといろんな事を先生は書い

てらっしゃる。本当にその通りだ」 
と、ご自分で手紙に書いて下さったのです。 
「中学の頃からずっと色々大変だったけれども、

高等学校が大変でした。例えば、授業を、他の

生徒は 30 分も 40 分も、どうして話し言葉を聞

き続けていられるのかが自分にはどうしても分

からなかった」 
「自分は、10 分、15 分でどんなに頑張ってい

ても根気が切れるみたいになる。そして一休み

してからまた講義に戻って行くと、それまで聞

いていた多くのことが大抵消えてしまう」 
と、こう言っていらっしゃる。 

さらに、 
「クラスの仲間達は、見ていると話し言葉を聞

きながらノートを取っているのがいる。こんな

事は自分には到底出来ない。こういうことが自
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分には出来ないのです」 
話し言葉を聞きながらノートを取るのは、同

時統合機能ですね。 
「それで、参考書とか教科書を一生懸命読んで

勉強に追いついていこうと致しました。」 
「ところが、そこでみんなと自分に違いがある

ことに気づきました。そして、それがどうして

なのかが、佐々木先生の本を読んで初めて分か

りました」 
「クラスの仲間達は、折角読んだ教科書や参考

書を特に参考書の方を、どうして忘れてしまう

んだろう。これが分からなかった。同じモノを

一緒に読んでいたじゃない。あそこに書いてあ

って、こうだったじゃない。それなのに、みん

なはせっかく読んだ参考書の中の公式が思い浮

かばないって言うのです」 
と。 
発達障がいの人は、目で見たモノは、見たま

まで覚えているのです。能力の個人差が大きい

わけです。この青年からすると、みんなはどう

して折角読んだ本の内容を忘れてしまうのか。

みんなから言えば、どうして話し言葉を聞いて

ノートが取れないのか、どうして話し言葉を覚

えていられないのか、とこういうことです。こ

の違いが、発達障がいの人と、そうでない人と

の、典型的な違いです。 
ですから、「高等学校で毎年ある中間試験とか

期末試験とかで、どんなに頑張っても中の上く

らいの成績しか取れないのです」って。ところ

が「学外の試験が大好きだった」って言うんで

す。全国一定学力テストみたいのになりますと

ね、教室の先生がしゃべったことよりもはるか

に参考書とかそういうものを読んで勉強した方

が力になるでしょう？  
で、 

「自分はいつもそっちになると全校で一番だっ

た」 
「そして、全国平均の中でも上位に必ずと言っ

ていい位いつも 10％以内に入りました。そうす

ると、学校の先生には叱られました。お前はど

うして学校の勉強をバカにするのか、と」 
バカになんかしているのではないのですよ。

先生の方が理解出来ていないだけです。ご本人

も自分が発達障がいだっていうことを、ちゃん

と理解していないから、それなりに苦しんで努

力をして、そういうことになっているわけです。 
「外の試験がこんなに出来るのに、学校の試験

になると、お前は本当にバカにしている、と言

われる。言われてもどうしょうもなかったんで

す。でもこのたび良く分かりました。どうして

もっと、わたしはこれこれこうだから、という

ふうに教えられてこなかったか、教えられなか

ったかって、残念に思います」 
「でも、もう、過去は過去で、これからですか

ら。大学に入って、ゼミナールの先生は理解が

良いから、その先生と協力して話し合って、こ

れからはちゃんと安心して生きていきたい」 
と、こうおっしゃった。「安心して」とおっしゃ

るのですよ。発達障がいの人は、自分が発達障

がいだって事を言われてから安心するのですよ

ね？ 本人が怠けているわけじゃないでしょ

う？ 努力をしないから出来ないわけじゃない

でしょう？ あえて申し上げれば努力しなくた

って、出来るところは出来るのです。 
それで、こういうことを理解してくれる人の

中で育てられないといけないのですよ。こうい

うことをちゃんと理解してくださる先生とか、

クラスメイトとか。必要な時には地域社会とか、

ですね。そういう人達に恵まれて育っていられ

るっていうのが、一番幸福なのです。 
 
違い 
 

想像力とか応用力とか、抽象的なこととか、

比喩的なこととか、こういうことがなかなか出

来ないのです。おわかり頂けますか？ もちろ
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ん個人差がありますし、いろんなケースがあり

ます。だけれども、そういうのはとても苦手で

す。 
そうしますと、空気を読むなんて事は、本当

に出来ないのですよ。相手の気持ちとか、相手

の立場を推測する、理解するということは、出

来ないのです。 
 「相手が自分と違うことを考えたり感じたり

しているっていうことを理解できない。」と、何

人もの少年や青年や大人になった人達がおっし

ゃいます。 
私たちは、余程のことがない限り「相手は大

抵違うことを思っていますよ、違ったことを感

じていますよ」ということが普通じゃないです

か。夫婦という間だって違うことを感じたり考

えたりいろいろしているでしょう？ それが当

たり前くらいに私たちは自然に思っていますけ

れど、彼らにはそういうことが考えられないの

です。 
 「どのように違うの？」「じゃあ何故違うの？」 

これは、更に分からない。発達障がいの人は色々

なことで苦労していらっしゃるっていうことを、

どうぞ分かってあげて下さい。 
相手が自分と違うことを感じたり考えたりし

ている。それが分からない。相手の立場とか、

相手の気持ちとか、分かるはずがないのですよ

ね。 
その、分かる程度、分からない程度すら個人

差があります。発達障がいに個人差があります。 
けれども、そうなってくると、こちらが分かっ

てあげなかったら…。この人達、この子達がお

かしいというより、相手からこちらを見て、こ

ちらがおかしいのです。 
そういうことになるわけでしょう？ 

 
TEACCH プログラムが世界中に伝えられて、

応用・実践されて、何故あんなに大きな成果を

挙げているか。それは、こういうことを分かっ

て先生たちが教育してらっしゃるわけでしょ

う？  
こういうことを分かって、こういう青年をいろ 
んな職場が採用しているわけでしょう？ こう

いうことを分かった保護者が、育てていらっし

ゃるわけでしょう？ 
ですから、ノースカロライナを訪問してご覧

になればよく分かります。今日この勉強会の主

催のお一人の新井先生とご一緒にノースカロラ

イナに行きましたけれども、彼はよく知ってい

ると思うのですが、ノースカロライナに行くと、

どうして自閉症の人がこんなに穏やかに平穏な

顔をしているのか。とりわけ保護者の人もそう

です、穏やかです。 
それは、この子達のことを良く理解出来るか

らです。そして、理解出来る人達に囲まれてい

るからです。 
 子どもが学校でいろんなことが、仮にあった

としても、先生が対応をきちっとなさる。まし

て、保護者の教育がどうの、家庭での躾がどう

の、なんてことを先生は考えてはいませんから

ね。だから、みんなが穏やかに・安定して・学

び・生活が出来・働けるって、こういうことに

なっていくわけであります。 
 
空気を読む 
 

空気を読む。難しいですよ。難しいですよね？

空気を読む。 
こういう少年がいるのです。横浜です。学校

で漢字の書き取りがとてもよく出来る。算数の

計算ならば、誰よりも早い。漢字も計算も先生

よりも早いのです。正確で。そういうことが良

く出来るって子がいるのです。 
すべての発達障がいの子がそうだって言うの

ではなくて、その少年はそれが良く出来るので

すね。 
 それである意味、仲間達からは「何ちゃんは
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勉強が出来る」とこういうことになるわけです

ね。文字をよく知っている、計算が速い、他に

もあれこれ出来る事があるのでしょううね。歴

史が得意だとか、地理が得意とかね。 
 その少年に、ある時お父さんがおっしゃった。 
「お前もそろそろ、場の空気を読めるようにな

らないと駄目だよ」 
悪意なんか何もないのです。むしろ、息子の

事を思いやってでしょう。 
 その子は、小さい時はリハビリセンターに通

っていたのです。能力が高くなって、リハビリ

センターには殆ど来てないのですが、お母さん

が、折に触れて相談があると見えているのです。 
 ある時、お母さんがリハビリテーしょうンセ

ンターにお見えになって、「こんなことがありま

した」おっしゃったのです。 
「夫が息子に、空気が読める子になりなさい、

って言いました。そしたら子どもは驚いたんで

す。お父さんが頭がおかしくなった、と思った

んです。それで、言ったのです。『お父さん、空

気なんか読んじゃ駄目です。空気は吸いなさい』

って」 
分かりますよ、この子の気持ちが。空気は吸

いなさい。お父さん、読むのは字でしょう。字

を読んで下さい。お父さんが字を読まなくなっ

て、空気ばっかり読もうとするようになったら、

周り中から変なふうに思われるのではないかっ

て、この子は心配したのです。能力が高い子で

す。気持ちが、分かりますねぇ。読むのは字で

すよ。だけど私たちは、空気を読むなんて事を

比喩的に、いくらもそういうことを言うでしょ

う？ 
  
北関東で、これは話を聞いただけのことであ

りますが、少年野球チームのコーチか監督かな

んかをなさっているお父さんがいらして、ご自

分のお子さんをね、その野球のクラブに入れて

らっしゃる。 

この子がレギュラーになって活躍する、そん

なことはありえないけど、みんなの中に入れて

もらってと、お父さん思われたのでしょうね。 
そして、野球のチームの一員として、走ったり

キャッチボールをしたり色々なさっているでし

ょう。 
ある時、他のコーチの人が選手みんなに向か

って「ボールから目を離すなーっ」ってなこと

をおっしゃったのだそうです。そしたらその子

は、ボールを握りしめて目に押しつけているっ

ていうわけですよ。 
目とボールを離しちゃいけないわけです。わ

かりましょう、この子達の言葉の意味の取り方。 
「ジーッとボールを見続けていなさい」と、

こういうことですよ、言っているのは。それを、

「ボールから目を離すな」と言ったりするので

す。こういう比喩的なこと、「空気を読む」にし

ろなんにしろ、日常生活にこういう比喩的な言

葉やなんかが、様々ありますよ。 
 算数の計算は素早い、漢字の書き取りは誰よ

りも知っているっていうことがありながら、学

校でクラスメイト達との関係で折に触れていろ

んな事でつまずく。周りが分かってくれていな

かったら、「彼は、なんてことを言うんだ」と思

われてしまうでしょう。周りがきちんと理解し

なかったら、この子達はそういういろんな場で

安定した適応をしていくことは非常に困難です

から、分かってあげて下さい、いろんな事をね。 
皆さんが分かってあげて下さって、周りの

人々に理解者を増やしていく。このことを一生

懸命 TEACCH はします。一生懸命しますよ。 
 この子達が頑張って周りの人達の世界に合わ

せていく能力を身につけさせる、なんてことは

やるとしても“最小限”です。というより、そ

う成らないのですからね。そんな無理なことを

しても。 
あえて言えば、疲れ果ててしまう、傷つき果

ててしまう。そういうことであります。 
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一点集中、深い関心 
 

狭いところに、強い大きい興味、関心、認識

が向かうでしょう？ 狭いところにこの子達の

深い関心が向かいますね。 
今日、チラシをね、少しお持ちすれば良かっ

たかなって思ったりもするのですが、でも、こ

んなに大勢の方の分はありませんから…。 
朝日新聞厚生文化事業団っていうところで、

『自閉症の人が見ている世界』というＤＶＤを

作りました。自閉症のご本人、それから子ども、

そして保護者の方。13 人の方 13 家族と言いま

しょうか、その協力を得て、ＤＶＤを作りまし

た。大変好評です。私がこうやってご案内して

いることを、当事者が当事者の言葉で語ってく

れるわけです。ご関心がある方はね、お求め頂

いたり見て頂ければ、というふうに思います。 
朝日新聞厚生文化事業団・ＤＶＤ・３巻のセ

ット、になっています。 
 

こっちから相手を見ている事と、相手がこち

らを見ている事とは、全然違います。その中で

もはっきりおっしゃっている人がいます、何人

も。 
「自分は関心・興味は狭いです。だけど深いで

す」 
と、こうおっしゃる。 
本当にその通りです。だから一芸に秀でてい

る人が出るわけでしょう？ 一芸に秀でている

人が。あるいは、この人たちにとって得意な領

域の高度な専門家になっていかれる。 
もうこれは、とっても重要なことです。 
そのようにお育てになればいいのです。その

ね、社会的に名を遂げるほど高度の専門家にな

る人と、そうでない人がいるでしょう。が、必

ず高度の専門家にはなりますよ、必ず。 
 

仕事場で「何君にこの事は任せておけば安心

だ」「この事は良く出来るね」という評価を得て

いる青年がたくさんいますよ。でも、何もかも

させるって考えたら、コレはもう絶対に駄目で

す。 
普通の人はみんなこれだけの一連の仕事をす

るんだから、ここまでみんなと同じようにやっ

てくれなくちゃ困る、なんてことをしたら、殆

どの人は、そこではちゃんと働けないですね。

「そんなことあれもこれもすることないですよ、

ここの所をね、しっかりやってくれればいいで

すよ」という、そこの選択の仕方、選び方です。

そして、仕事の設定を作り直して頂いて「ここ

を頑張って下さいよ」とお願いするのです。 
高い能力を、必ず発揮して下さいますよ。そ

ういう意味で、一芸に秀でているということで、

みんなと同じなんてことは駄目です。 
就職して成果を上げない、必ず大きな失敗を

するというのは「営業」です。営業の仕事に就

いて、自閉症の人発達障がいの人が成果を上げ

たなんて例を、見たことがありません。傷付い

て傷付いて、退職されて、不幸なことになるの

ですからね。営業的な仕事なんか、絶対させな

いで下さい。 
 

こんなに大勢の方がおいでになると発達障が

いの要素を持った方が当然いらっしゃるだろう、

と私は勝手に想像申し上げています。私自身に

も発達障がいの要素があります。 
そういうことを自分で自覚する前に、私は高

等学校を卒業してから大学に入る前の 6 年間、

信用金庫に努めていたことがあるのです。高田

馬場の直ぐ駅前に東京三協信用金庫というのが

あります。そこに勤めておりました。新人は、

特に高等学校卒業の新人は最初の一年間はお得

意様係、いわば営業ですね、そういうことをす

るという決まりがあったのです。 
私は最悪でした、成績が。信用金庫始まって
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以来の不成績だって言われました。で、不成績

どころかゼロでしたから、成績が、一つも新し

い契約が取れなかったのです。それで、一年持

たなかったのです。 
例外的特例として内勤に替わりました。内勤

になって帳簿の管理をするようになったら、こ

れはよく出来ました。退職した時に、私がやっ

ていた仕事を二人半から三人近くの人が引き継

ぐことになりました。こんなに一人でやってい

たのか、と今度は驚かれました。一人でこんな

にやっていた人はいなかった、と後で言われま

した。以来、その信用金庫の理事長は、やっぱ

り人間は適材適所で使わなければいけない、と

本気で取り組まれたそうです。一律に、新人が

入ってきたらみんな営業をするだの何をするだ

のって、こんな無駄なことをしちゃいけないん

だ、となったそうであります。 
私は、自分自身に発達障がいの要素があると

分かっているのです。私には子どもが 3 人いて、

それぞれがそれぞれに、いろんな程度に発達障

がいの要素があって、ほぼ完全にと言っていい

くらい発達障がいの特性を持たないのは家内で

す。家内は発達障がい的ではないのです。悪く

言うつもりはありませんけど、極めて平凡です。

平凡が悪いというのではないのですよ。勘違い

なさらないで下さい。何もかも、実にバランス

良くやってくれます。家庭の中では、日々なす

べき仕事がたくさんありますよね。家内は、な

すべき順序にその仕事が出来るのです。私達発

達障がい的要素がいろんな程度にある者から見

ると、「よく出来るなあ」と心から思います。仕

事というのは、自ずとやるべき順序があるでし

ょう？ この仕事が終わってあの仕事をすると

か、あの仕事が終わってどうだとか、そんなふ

うにできるのです、家内は。 
では私はどうかと言えば、もうお分かりにな

るでしょう？ 出来る事からするのです。出来

る事からするというのは、まだ聞こえはいいの

だそうです、家内に言わせると、「やりたいこと

からやっている」となるのです。 
富士山の頂上にいる人が典型的な重い発達障

がいの人だと仮にそうしますと、八合目、五合

目、三合目、富士山の裾は軽くなっていく。そ

うして一般の人との間に連続性をもってずーっ

と繋がっている。こんなふうに家で比喩的なお

しゃべりをしていて、「僕は三合目くらいかな」

って言いますとね、「とんでもない五合目以上

だ」とこう言われます。 
それはそれとして、発達障がいが悪いとか良

いとかということではありません。ニュートン

やモーツァルトのようになれなくとも、発達障

がいのお子さんがご家族や身内にいらしたら、

もしかしてもしかするかも、というような期待

を持ちながら上手にお育て下さい。 
 
弱点を修正？ 

 
弱点を修正しょうなんて絶対しないであげて

下さい。出来ないのですから。 
治そうなんて絶対しないで下さい。発達障が

いが治った人なんて、世界中一人もいないので

すから。 
病気ではないのですから治すのではないので

す。その個性・特性は消えないのです。消えな

くちゃいけないとうわけではないでしょう？ 

それはそれでいいではないですか。 
どんないいところがあるかなって、こっちを

上手に探してみて下さい。 
こういうところが得意なはずだ、なんて決め

つけないであげて下さい。本人がちゃんと私た

ちに示してくれるまで、待っていてあげて下さ

い。 
これが大切であります。 

 
狭いところに深い強い関心を持つ。だから一

芸に秀でるのです。ある領域の高度な専門家に
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もなり得るのです。それが社会的に高度に名を

遂げてどうこうというふうな幸運・偶然もあり

ますけれども、そうでなくても、家庭の中で、

あの子がいてくれるならここは任せよう、職場

でもあの青年がいてくれるから、ここは彼に任

せておけばいいというふうになっているところ

が、たくさんありますよ。 
そのように、周りが理解して、必要なところ

は改めて構造を機構を仕組みを変えてでも、そ

の人を取り込んで頂きたい、とこう思います。 
 
アメリカのノースカロライナに行きますと、

図書館で書籍の整理をしている発達障がいの人

が、必ずいますね。私はノースカロライナ州の

図書館を数箇所訪問したことがあります。必ず、

発達障がいの人が働いています。しかも、高い

評価を得ています。例えば、ノースカロライナ

大学の図書館に行くと、アスペルガー症候群の

自閉症の人が働いています。発達障がいだから

と特別措置を講ぜられて働いているのではない

のです。 
「そんなことに関係なく、彼は本学の図書館

の優良職員に選ばれ、表彰されているのです」

と。そうだろうと思います。他の人がかなわな

いほど彼には能力があるのですから。書物を整

理していくその秩序とか、どの書物がどのよう

なところにあるとか、パソコンが得意ですから、

新しい書物がどのように入ってどうなって…な

どなど。 
以前、私はある本の中に自閉症の人は図書館

の職員に向いています、と書いたことがあるの

です。そうしましたら、ある地方の図書館の司

書の方から出版社にクレームのような手紙が届

いたのです。 
日本の図書館では自閉症の人は不適切だと思

う、と書いてありました。決して悪意ではあり

ませんが、 
「日本の図書館では職員全員が接客の仕事を

しなくてはいけない。だから、日本の図書館で

働くのはたいへん不向きだと思う」 
とおっしゃるのです。 
どうご返事しましょうかと編集部の方がおっ

しゃったので、それでは私が書かせていただこ

うと思いました。 
 
得意なところを人並み以上に、あるいは人並

みでもいい、もっと言えば人並み以下であった

って、得意なところをやってもらえたらそれで

いいじゃないですか。苦手なところはそういう

ことがよくできる人がカバーすればいいでしょ

う。これくらいの譲り合い助け合い協力の仕方

が出来ないなんて、とっても悲しいと思う。 
 

こう、私からお返事をしたいと申しましたら、

「編集部に来たのでとりあえず編集部でお返事

したい」とおっしゃいました。 
それで私は、「次にもう一度クレームのお手紙

が来たらこんどは私に必ず返事をさせて下さ

い」とこう言いました。「ではそういう旨書き添

えておきます」とこう言われて編集部がお返事

を書いて下さったらしいのです。そしたら、そ

のあとは何も手紙は来てないそうであります。

どうなっているかわかりません。その方が、納

得したのかしないまま黙っていらっしゃるのか

分かりません。 
悲しいと思いませんか、皆さん。弱点・欠点

のほうをあげつらうのですよ、へたすると。ノ

ースカロライナでは、接客の仕事は苦手だって

分かっているのだからさせませんよ。その代わ

り、君はこういうことに、書物の整理、秩序立

った整理が誰よりも優れているのだからここで

君の大きな力を発揮してほしい、というふうに

するでしょう？ 全ての私の知っている範囲の

図書館で発達障がいの人が一人二人働いていま

す。いい仕事をしてくれているのです。みんな

喜んでいらっしゃいました。どこでも喜ばれて
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います。歓迎されていました。 
 
一律同じ 
 
みんな一律・同じ。好きですねぇ、集団が。

なんでも一律。 
ノースカロライナはその子に合わせて教育す

るのです。だから、IQ が正常だからなにもかも

普通学級で教育する、こんな無謀な教育は絶対

しない。IQ が正常だということは、みんなと同

じように出来ることもあるし、それ以上にみん

なより出来る科目もあります。だけど、みんな

より出来ない科目もあるでしょう。それをどう

するのですか？ ノースカロライナの人には考

えられないそうです、何もかもみんなと一緒に

しておいて、そうして放って置くということを

ね。 
私たちはみんな一緒、一律が好きですよね。

私はいつもね、それを悲しさを持って見つめて

います。 
一斉が好きな国だなあと思うのは、例えば象

徴的なのは女子高校生の服装ですよ。どうして

みんな一緒にあんな恰好しているのかって思い

ます。スカートが長くなったり短くなったり、

ルーズソックズを穿いたと思ったらみんなが脱

ぎ始めたり。よく全国あんなに行きわたるもの

だな、と思います。ひと頃どこへ行ってもみん

なルーズソックスを穿いていた時代があったの

ですよ。ちょうどいいたわみを作るのにいろい

ろ苦労しているという場面を見たことがあるの

です。そんなに苦労しながら穿かなくてもいい

のに、と思ったことがあるのです。そうしたら

今度は、真冬になって脱いでいるのです。寒い

冬こそ穿かなくちゃ、と思うのですが。 
例えばそういうふうなこと一つとっても、一

斉が好きですよねえ。みんな一律同じことが好

きですね。 
発達障がいの子どもは辛いですよ。一斉を重

んじるところ、みんな同じことを一斉にやると

いうところ。それはとっても少数派ですからね。

とってもひどいことになってしまう。 
皆さんが守ってあげて下さい。 

「こんなことをうちの子にはやらせないで下さ

い。こういうことが良く出来ますから、みんな

で応援して下さい」 
と。 

 
予期しないこと 

 
予期しないことが起きることをとても恐れる

でしょう？この人たちはね。スケジュールにな

いこと、急に変わることを、とってもこの人た

ちは嫌います。あるいは、スケジュールを伝え

ておいて途中で変更するってことを、とても嫌

います。しょうがないですよ、そういう特性で

すから。 
変更せざるを得ない時、何々しょうと思った

けれど中止になったとか。それは出来るだけ早

く、早くそのことを伝えてあげて欲しいと思い

ます。それはどういうことかと言うと、急に言

われると気持ちがそのように切り替わらないの

だそうです。切り替わらないというのは、脳の

中の神経の回路が繋がらないということなので

す。外からはそれが見えません。神経の回路が

繋がるには、時間がかかるのです。よく分かり

ます、私はこういう人達に接し続けてよく分か

ります。だから予定の変更とか、新たな予定を

作り直すとかいろんな事があった時には、出来

るだけ早く予告をしてあげて下さい。そういう

ことが大切です。 
私たちはいろんな程度に、臨機応変にぱっぱ

っぱっぱっと予定を変更したり修正したり中止

にしたり何かしたりということをします。私た

ちのテンポで一般に発達障がいの人が出来ると

いうのは稀です。殆どは、本当に苦しいのです。

混乱してしまうのです。 
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時間を掛けてあげて、「こうしましょうう」と

伝えてあげて下さい。この人たちには、予期し

ないことがとっても辛いのです。 
 

肯定が意味になる 
 
何事も肯定的に伝えてあげると、“意味になり

易い”のです。「何ちゃん、何くん、何さん、こ

うしなさい」と肯定的に伝えるのです。「そうし

てはいけません、ダメです」という否定的な伝

え方というのは、意味を失うのです。どうして

いいか、訳が分からなくなるのです。 
「こうしてはいけません」ということを曖昧

に言うのではなくて、「こうしなさい」というこ

とを分かり易く伝えるのです。「こうしてはいけ

ません」と言われても、「ダメ」と言われている

のと同じで、それではどうしたらいいのかが分

かりません。 
 
私は町田で近所の教室をお借りして勉強会を

しています。発達障がいのことをテーマに勉強

している時に、当事者の方が出席なさることが

あります。ある時ある国立大学の大学院の修士

課程を卒業して、大きな企業が経営している研

究所にお勤めになっていて、いい仕事をしてい

らっしゃるという方が出席されました。その方

は、周りの人との関係で不都合が生じて、いろ

いろ苦しんでいらっしゃった。 
勉強会の中で、 

「こうしなさい、というのは分かるけれど、こ

うしてはいけません、と言うのは混乱させます。

とっても苦痛を感じるのです」 
と、私が言いましたら、「こうしてはいけません」

というのがどんなに苦痛であるか、「こうしなさ

い」ならどんなによく分かって安心か、という

ことに関して彼が教えてくれたのです。 
彼は、リストラされるかもしれないという窮

地に立たされていたのでしょううね。 

「たとえば僕のような場合、もう我が社に来て

はいけません、と言われたら僕はパニックにな

ります」 
（彼はそういう瀬戸際にいるのですね。） 
「来てはいけません、と否定的に言われたら、

僕はパニックになりそうです。だけど、どこの

町のあちらの支社とか、あるいは本社とか、あ

るいは何課とか、別の課、別の支社に行って働

いて下さい、とこう言われたのならずっと安心

です」 
否定的に言われるのではなく肯定的に言われ

ると、安心なのですね。 
小さな子どもの保育や教育をしていらっしゃ

る保育園や幼稚園の先生との勉強会で、よく申

し上げます。「何ちゃん水遊びをやめなさい」と

いう否定的な言い方で言うと、子ども達はたい

ていその場で泣いたり癇癪を起こしたり、時に

はパニックみたいになることもあるでしょう？ 

我がままな子だとかこだわりの強い子だとか躾

けが出来ていない子だとかと、昔はこの子達も

その家族も誤解をされていました。 
そうじゃないのです。「水遊びをやめなさい」

と言われたら、どうしていいか分からなくなる

のですよ、この子たちは。一般的な平均的な子

ども達は、「水遊びをやめなさい」と言われたら、

直ぐに「じゃあブランコでもしょう」とか「砂

場に行ってあそぼう」とかパッと切り替わるの

です。この子達は、この切り替わりが遅いわけ

でしょう？ だから、その場で混乱するわけで

す。 
その青年は、こう言ったのです。 

「あっちこっちの職場から引く手あまたの人が

いたら、安心ですよね。ここを辞めさせられた

ら、じゃあ、あっちの会社に行こう、こっちの

研究所に行こう、といくつもの会社の中から選

ぶことを考えればいい。そういうことですよね」 
そうですね。大人の世界に振り返ってみれば、

そういうことですよね。「あちらの社に行って下
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さい」「こちらの支社に行って下さい」あるいは

「この課ではなくて別のそっちの課に行って下

さい」とこういうことです。 
 
「何ちゃん水遊びやめなさい」 
その言いっ放しが、この子達を一番苦しめる

のですよ。 
「水遊びやめなさい」と言ったら、「お部屋に

入ってパズルで遊ぼうか？」「お部屋に入ってジ

グソーパズルをしょう」「ブロックで遊ぼう」と

この子が好きな別の遊びを具体的に明示してあ

げればいいのです。 
それと同じで、「この会社のこの課には来週で

終わりにして下さい、その後はあちらの会社の

ほうに、あちらの支社のほうに行って下さい」

とこう言われたらずっと安心です。そして頭の

いい青年はね、見事に応えますよ。 
子どもは、「ダメ」って言われただけでどんな

に苦痛を感じるか。その苦痛と、「もうこの仕事

はいけない」とピシャリ言われたのと同じでし

ょう？ 分かりやすい例ですよね。非常に具体

的です。 
具体的なことでないと、この人たちは分かり

にくいのです。そういうことを教えてくれた青

年がいるのです。お分かり頂けましょうか。 
 
口数が… 
 
言葉はだらだらとしゃべらない、というのが

大切でしょう？ 話し言葉をだらだらだらだら、

あれもこれもこれもあれもって、いろんな事を

言われ続けるっていうのは大嫌いですよ、この

子達は。 
「そうしてはいけません」って否定的なこと

を言われると、もっと混乱します。あれもこれ

もって言われると、非常に混乱します。 
 
発達障がいの人達が、いろんな程度にですが

情緒的に非常に不安定な状態になっている時と

いうのは、必ずと言っていいくらいその周りに

口うるさい人がいます。間違えなくこれは言え

ます。 
40 何年こういう仕事をしていてそういう事

実がよく分かるようになりました。口数が多す

ぎる人が、周りにいます。そして、否定的な内

容で ものを教えようとしている。「こんなこと

をしちゃダメなんだよ」というふうにですね。

そして同時にあれもこれも言う。「二つや三つの

ことを言ったって何でもない」と思うかもしれ

ませんが、とんでもないのですよね。私たち、

皆さんには、それが分からないのです。 
 
一度にひとつ 
 

発達障がい関係の人はどなたもご存知だと思

いますが、ニキリンコさんという方がいらっし

ゃいます。アスペルガー症候群の人で能力の非

常に高い方です。外国語を日本語に翻訳される

のが速いですね。高い能力を持っていらっしゃ

る。よくご一緒に講演会をしたりシンポジウム

をしたり致します。 
ニキさんは、最初にお会いした頃 

「自分に背中があるなんてことが分かったのは

大きくなってからです」 
とおっしゃった。びっくりしました。見えない

ものはそんなに意味が分からないのか、と思い

ました。 
ニキさんは講演されながら、こういう面白い

表現をされたのです。 
「私の頭は先着ご一名様しか入りません」 
「あれもこれも言われたって入りません。お客

様お二人はお引き受けできません」 
「映像による情報がとっても入ってきやすいの

です」 
「映像による情報を頭がお受けしているときに、

その物について誰かが解説してくれても、それ
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は聞こえません。見ることと聴くことと同時に

は出来ませんから」 
目に見えるものは分かり易い、とあんなに能

力の高い方がおっしゃる。実にすらすらと大勢

の人の前で一時間半も講演していらっしゃる、

そんな能力の高い人が、改めてそう言われる。

びっくりしますよね。 
「講演は話すことに専念していればいいから出

来るのです」と言われる。 
なるほど、と思いました。 

「そのことが出ていってくれてから、今 見てい

たものはこういうものですよ、と話し言葉で説

明して頂きたい」 
それは、私たちの言葉に置き換えると、見る

ことをやめてから、そのあとで説明をして下さ

いということです。 
凄いですね、同時に複数のことが出来ないっ

ておっしゃるのです。あんなに能力の高い方が

ですよ。出版社の方が驚かれるほど正確で速い

翻訳をされる方がですよ。「文字の世界だから」

って、こともなげにニキさんはおっしゃるけれ

ど、そんなに出来るのかって思いますよね。出

来ることは出来るのです。 
 
ニキさんと私の講演が終わって、今から少し

時間がありますから質問を頂きましょうという

ことになったのです。そうしましたらニキさん、

直ぐ手をお挙げになって「質問は用紙に書いて

提出してください」とおっしゃったのです。意

味はよく分かりますね。手を挙げていろんな事

を質問されたら、それを追いかけて聞き届けて

いくことがどんなに大変か。それは普通の人に

は分かりませんよ。あんなに見事なきちんとし

た講演をなさるのに、どうして相手の話でそん

なに苦痛を感じるのかって、ふつうは分からな

いのですよ。 
ニキさんが、しっかりこうおっしゃったので

す。 

「紙に書いて質問を提出して下さい」 
ところが主催者の方が、 

「紙に書いて提出して頂くほど時間がないので

す。だからやっぱり手を挙げてもらって…、そ

れもいくつもお受けできないと思うけど」 
とおっしゃったのです。それをニキさんは不承

不承承諾されました。私が隣に並んでいますか

ら 
「もし分かりにくい質問があったら私が伝え直

しますから」 
とお伝えして、そうして質問を受けることにな

りました。 
そうしましたらニキさんまたもう一度、こう

おっしゃいました。 
「分かりました。では言葉で質問してください。

だけど、質問の途中に、『えー』とか『あー』と

かは絶対言わないで下さい」 
スゴイですねえ、『えー』とか『あー』とか意

味不明の言葉を言われている間に、折角それま

で聞いて「こうだ」と思ったことが消えちゃう

のですって。 
こんなに能力の高い方が、こんなに大変な世

界に生きていらっしゃる。今までどれだけたく

さんの本を翻訳されたか。そして、最近はご自

分の体験をご自分で本にお書きにもなりました

よね。 
発達障がいの人を理解していて頂きたいから、

いろんな例を、具体的にご案内しているのです。 
びっくりされるでしょう？改めて。一時間半も

講演をよどみなくすらすらなさるのですよ。も

ちろんご本人は『えー』も『あー』もおっしゃ

らない。見事な講演ですよ。 
その人が、 

「相手の言うことを追いかけて行って聞くこと

がとっても大変です」 
とおっしゃるのです。 

話すことと聞くことが、こんなに大きく解離

している。聞く方はずっと下手ですが、読む方
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は得意ですよ。 
そういうことを、ご理解下さい。 

３．行動特性 

 

 
この子達この人達は、自分のやり方で行動す

るのでしょう？ 自分のやり方でしか、生きて

いくことが出来ないでしょう？ 
だから周りが、自分のやり方が出来るような

場面を作るように協力するわけです。ご家庭で

も、学校でも、職場でも、社会でもそうです。 
 秋田の例ですが、TEACCH の勉強会を開いて

きた人たちが、商店街の人たちの協力を得てい

る。言い方を替えれば、周りの人たちがこの人

たちに協力をしているのです。 
この人たちが買い物をし易いように、商店街

が協力して下さっている。例えば、必要な時に

は筆談が出来るように。また、みんなが言葉を

短く、内容をできるだけ具体的に、「こうしない

で」ではなくて「こうして下さい」と伝える、

等々です。 
自分のやり方で行動するので、一般社会の常

識は身に付きにくいのです。こんなことがこん

なに出来るのに、どうしてこれが出来ないの？

というように、得意なことと不得意なこととの

落差が、とても大きいのです。 
例えば、さきほどの職場の青年でも、書籍の

整理がこんなに見事に出来るのに、誰よりも出

来るのに、接客はできない。 
優れたもの非凡なもの、みんないろんな程度

に持っていらっしゃるのです、発達障がいの子

どもも人々も。だけど、一般の人たちと比べて、

とても出来ないものを併せ持つのです。 
 
この人たちへの養育や教育や支援や指導が下

手な人ほど、弱点を治そうとします。治そうと

しても治らないのです。あえて申し上げれば、

人格をゆがめるという二次障がいを作っていき

ます。  
治らないものを治させられては、たまらない

でしょう？ 
私も家庭で折りにふれて、家内に言います。

「治らないものは治さないで下さい」と。しょ

うがないでしょう？出来ないのですから。 
 
折角持っている優れた能力を、社会的に発揮

できるように応援してあげて下さい。それが、

本当の意味での特別支援教育・特別支援です。 
 
相手の気持ちや立場の理解が、不得手なので

す。“立場”というものは目で見えません。人の

“気持”も目で見えません。 
見えないところに意味を見出すのが下手なの

ですから、それをくどくどと言葉で解説された

らもっと分からなくなるのです。 
よろしいでしょうか。短い言葉で、「こうなん

です」と言ってあげることなのです。 
 
自閉症の人は、話すことが相当出来ても、話

すことより相手の話を聞くことがずーっと下手

なのですよ。 
私たち、皆さんは、話すよりも相手が話して

いることを聞く方が得意です。言葉は、小さい

時から相手が話していることの意味を理解する

ところから覚えるわけです。自分で話をするの

は、後からです。お母さんがあーだこーだって

言っていることが相当分かるようになって、そ

のうちにちょっとずつ言葉が出てくるのです。 
話し言葉に限って申しますと、発達障がいの

人達は、自分では相当話せているのに、相手の

話していることを理解するのは苦手です。 
何事も字義どおり理解する、ということです。

“空気を読む”なんてことは、とても困難なこ

とです。この子達にしてみれば、首を長くして

待つなんてことは、キリンの話ですよ。 
冗談や比喩は通じにくいのです。臨機応変、
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応用的なことが下手です。ですから、鬼ごっこ

のような臨機応変な遊びを楽しめる発達障がい

の子どもはいないのです。鬼ごっこをみんなで

楽しんだという子はいませんよ。瞬間々々、臨

機応変、その場その時の応用力を必要とする遊

びだからです。そして、ドッジボールなんて、

最悪の時間ですよ。地獄の苦しみです。あんな

中に入れないであげて下さい。ボールを、すぐ

ぶつけられてしまいますよ。 
それに対して「要領が悪いなぁ」なんて言っ

ている人がいますけど、先生の頭のほうがよっ

ぽど悪い。しょうがないのです。発達障がいの

子どもはそういう特性を持っているからです。

目の不自由な子どもにドッチボールをさせてい

るのと、ほぼ等しいですよ。この子達はそうい

う特性を持っているのです。ドッチボールなん

て出来ませんよ。鬼ごっこなんて小さい時から

出来ませんよ。 
ジグソーパズルをこんなに素早く組み立てら

れるのに、ブロック遊びがこんなに上手なのに、

文字をこんなに良く早くから覚えるのに、どう

してこんなことが出来ないの？というふうなこ

とを言います。一般の子どもたちの場合には、

文字を覚えるのは大変だけど鬼ごっこのほうは

直ぐに出来ちゃった。この違いがとても重要な

ことですね。 
視覚的なことが得意です。ジグソーパズルや

ブロックやカルタや神経衰弱などが強いのです。 
ご理解ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．治療的に治すようなこと 統合教育 

 

 

この子達をお育て頂くときに、養育・教育を

するときに、機能的に治すようなことは絶対に

しないで上げて下さい。治らないのですからね。 
正しい適切な比喩かどうか分かりませんが、

「もうこの子は視力を回復することはないので

す」と言われた子どもの目を、現代の医学でな

んとか見えるようにしようとしているようなも

のです。これは不可能ですね。 
身体障がいの状態で生まれついて、「いろいろ

しましたけれどここまでが限度です」というこ

とになって、「あとは松葉杖ですか」「車いすで

すか」「何ですか」ってそういうことであっても、

まだあえて少しでも歩けるように訓練するよう

なことに等しい過酷なことです。車椅子を上手

に操れるように、松葉杖でスイスイ少しでも歩

けるようにしてあげたい、と普通は考えません

か？ 
 
是非決して無理強いをしないであげて下さい。

機能的に治さないであげて下さい。修正をしな

いであげて下さい。優れたところが伸びるよう

にずうっと見守っていてあげて下さい。 
この子達は出来ることしかしないのです、当

たり前ですけれども。ああこんなことならこん

なにやりたがる、これが得意なんだ、とこうい

うものをゆっくり見つけてあげて下さい。 
 
言葉を短く、一度に一つのことだけを言うよ

うに心掛けてあげて下さい。それが入ったら、

また次のことを言ってあげて下さい。それも、

内容は出来るだけ肯定的な内容で。 
 
統合教育 無理解 引きこもり 

 
無理を強いないで下さい。安易な統合やイン
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クルージョン教育というようなことは、後遺症

を残しますよ。 
私も、統合教育を一所懸命に行った時代があ

りました。30 年近く前に、本当に一所懸命に、

７～８年努力をしました。良いと思って行った

のです。悪意はなかったのです。でも、無理解・

無知でした。無理な統合は、この子達を苦しめ

ることが多いのです。 
みんなと一緒に交わることによって、みんな

と同じことが少しでもより良く出来るように、

というこちらの希望的・願望的観測でした。こ

ういう中で、この子達がどれくらい傷つくか、

あるいは自己不全感を感じるか。そして、みん

なと同ようにはそんなに自分は出来ないのだと

いう惨めな思いをどれくらい強く持つか。本当

に無理解でした。本当の意味での価値の高い特

別支援教育をされている生徒に比べれば、自信

を持って世の中に出ていく力を失いますよね。 
 
いま、大変な数の人たちが引きこもっていま

す。その中に発達障がいの人が相当いらっしゃ

るのです。きちっと数が調べられているわけで

はありませんが、政府の公式見解では、引きこ

もりの人が 70 万人から 80 万人いるとか、予備

軍の人が 155 万人いるとか、こう言われました。

そのうちの何パーセントの人が発達障がいの人

なのか分かっていません。けれども、相当の数

の方がその中にいらっしゃるでしょう。引きこ

もりたくて引きこもっているのではないのです

よね。ある意味、もう人間関係が怖くて出てい

けないのです。 
私達が、人間関係に傷つく経験ばかりをさせ

過ぎてしまったのです。 
今はどうでしょう。こういう後悔とか しくじ

り・誤りが、今はもうないなんて申し上げてい

るのではありません。それどころか教育現場の

近況を見て本当にびっくりしました。やはり適

切な教育がなされていません。 

ＩＱが正常だからなんでも普通学級で教育を、

なんてこんなバカな、ひどいことはしないで下

さい。「ＩＱが正常だから身体障害があってもみ

んなと同じように運動会をしましょう」なんて、

「体操の時間も同じにしますか」なんて言って

いる。 
無知な人から見れば、ハンディキャップを持

っている人が苦しんでいることが分からない。

それを、教育をしている側が分らないでどうし

ますか。傷つけるでしょう？ 劣等感を感じさ

せてしまうでしょう？ 引きこもるというのは

そういうことの結果でしょう？ 引きこもりた

くて引きこもっている人なんていませんよ。苦

しくって引きこもっているわけです。 
統合教育とかインクルージョンとか、自分も

善意ではしたのですが、一所懸命していた時の

ことを振り返ってみて、安易でした。無知でし

た。 
 

特性 本当の特別支援教育 
 
聴覚や視覚や味覚や、いろんなことに特性を

持っています。食べ物の、偏食もいろいろあり

ます。味覚が違いますよね。聴覚もいろんな意

味で違います。違うのが普通です。私たちから

すると何でもない音を、苦痛に感じます。光の

刺激にも、特別な光に対して弱い子がいます。 
私達は、いろんな味覚の違いを“偏食”なん

て言ったりします。善意でありましょううけれ

ども、食べることを強制する人がいます。無知

の結果です。給食を残さず食べるまでお昼休み

を与えないなんて、ひどい先生がいたのですよ。

熱心って言えば熱心です。しかし、これくらい

無知・無理解なことはないのです。 
 

「あんたはどこも不自由なところはないのだか

ら飛び箱が飛べるはずだ」 
と言って、指導を繰り返す。これもひどいこと
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であります。 
みんなと同じことを同じようにさせることが、

いい教育ではありませんよ、皆さん。 
本当の意味での特別支援教育をしてあげて下

さい。特別なのです。 
私は家庭に帰れば特別支援されています。違

うのですから。それでくつろげるのです。 
 
“みんなと同じに出来る”ということを、求

め過ぎないで下さい。苦痛体験が消えにくいか

らです。 
アメリカの自閉症協会の理事の方でチャール

ズ・ハードさんという方が、日本自閉症協会の

お招きで日本にも講演にお見えになりました。

チャールズ・ハードさんは自閉症の息子さんを

お持ちで、アメリカ中の自閉症の人の幸福を考

えて活動・運動をしていらっしゃいます。この

チャールズ・ハートさんがこうおっしゃいまし

た。 
「自閉症児のお母さんで英国の専門家でロー

ナ・ウィングという方に自閉症の人について最

も顕著な特性を何か一つ挙げるとしたら何かと

聞いたら、『想像力が働かないで困っている子ど

もたちです』と言いました。なるほど、と思い

ます。それも適切な指摘だと思います」 
「自閉症の専門家として、そして自閉症の息子

の父親として、自分はあえてこう言いたい。『自

閉症の人は、物事を忘れることができないで苦

しんでいる人』です」 
これも鋭い指摘ですよね。傷つけられたこと

が消えませんから。 
こういうことでありますよ。いったん引きこ

もるような状態になった人が社会に再出発出来

るように応援するってことが、どんなに大変な

ことか、ということであります。 
タイムスリップしてフラッシュバックしてく

る。何年前のことであっても、いま目の前でそ

れが起きているような、そういうことになって

しまう。 
「あんな些細なことが、そんなにひどいフラッ

シュバックなんですか」 
知らない者にはそう思えます。みんなと同じ

ことを求め過ぎないで下さい。苦痛体験が消え

なくなりますからね。苦痛でないことなら結構

ですよ、みんなと一緒にいろんなことをしても。 
 
表面的な出来・不出来に、一喜一憂などしな

いであげて下さい。後遺症への予防、予防への

配慮をしっかりしてあげて下さい。 
理解者に恵まれて、成功体験によって自尊

心・自己肯定感を育てていくことが出来るよう

に、してあげて下さい。 
理解者に恵まれて「ああ、これが出来た」「あ

れが出来た」ということをね、出来るようにし

てあげて下さいね。好きなことはそればっかり

するでしょう？ 
 
教室で何かを教えているときに、「失敗をさせ

る」などということがあったら自閉症の生徒を

教える教師として不適格です。失敗させるよう

なこと、それがどれだけの傷になって残るかを

知りもしないで行うなどということが、私達も

過去にありました。今でもそういう先生がいな

いわけでもないので、あえて申し上げておきま

す。 
 
この子達には優れた能力が必ずあります。そ

れが発見できるような課題を与えて頂きたいで

すね。みんなと同じ課題を与えていたら、そん

なに簡単には発見出来ない。 
優れた能力があるのに、本人達は謙虚ですね。 
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５．二次障がいを防ぐ 

 
 
周囲の人が満足して安心することよりも、当

事者・本人が安心するようになることを心掛け

て下さい。 
それは、TEACCH が繰り返し言っていること

です。そのために私たちはどういう努力をする

のか。無理解で、無知で、発達障がいや自閉症

の人達への支援が成功していない人達ほど、自

閉症の人に一方的な努力を強いている。「がんば

れ！」「こうしなさい！」と。 
 
優れた支援をしているところは、支援をして

いる人のほうが自ら努力をしているわけでしょ

う？ これを皆さん、お考え頂きたい。そうい

う努力によって、私たちはこの子達、この人た

ちへの二次障がいを防いであげることが出来る

のです。 
 
二次障がいの多くは、自信を失うことです。

勉強やその他の努力を放棄してしまうことです。

親や教師やその他の人への反抗やいら立ちや劣

等感から、そうして遂には不登校・引きこもり

のような状態になってしまうのです。一部の人

は、大変激しい、非行・犯罪の方向に走ってし

まうのです。 
こういうことを、どうぞ皆さんご理解頂きた

い、とこう思います。 
 

 とりあえずこのくらいにして、あとはご質問

して頂いてお答えしたいと思います。 
 
 
 
 
 
 

 
≪ご質問≫ １ 

中一男子、アスペルガーの子を持つ親です。

自分自身も、アスペルガーの主婦です。自分も、

二次障がいで重度の鬱を持っています。アダル

トチルドレンのため、実家とも絶縁中です。夫

婦仲も悪いので、一人で男の子２人を抱えて育

てています。苦しくて、苦しくて、子どもに対

する罪悪感でもいっぱいです。毎日辛いです。 
 

≪アドバイス≫ １ 
今日まで、幼少の頃から、これほど理解者に

恵まれないで、大きくなり大人になり結婚され、

子どもを持つということをされてこられた方は、

珍しいのではないでしょうか。 
非常に不幸な経験を、し続けてこられたので

すね。 
いろんな意味で、発達障がいの方がこういう

ことにならないように、皆さんにご支援頂きた

いのです。それは、一人でこの方を支えていく

というのはとても困難だと思います。今からで

も、本当の意味での理解者たちに支援を受けて

下さい。困窮している人達を支援するグループ、

団体、組織、共同体で理解のある支援を受けて

下さい。 
理解者に恵まれなければ、絶対に安定した方

向に向かっていくことが出来ないのです。 
何にも悪いことをなさってこなかったのです

よ。だけどこんな不幸な状態に追いやられてし

まうのです。で、たぶんね、このお母さんのお

母さんお父さん、学校の先生、友達たち、周り

のいろんな人たちが無理解のために、このよう

になってしまった。悪意のもとにこういう状態

に追い詰めたとは、単純には思いませんけどね。 
発達障がいの人のほうから、アスペルガーの

人のほうから周りの人たちのことを理解するな

どということは、とても困難ですから。 
周りの人が理解してこちらから 
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「アスペルガーの人は、アスペルガーのままで

あなたはいいのですよ。これこれこういう人た

ちだということが、私たちにはちゃんと分かっ

ていますから。安心して有りのまま、自分の地

を出して日々生きて下さい」 
「お困りになったことで、私たちが協力して問

題をすべて軽減して無くしたりすることは出来

ないかもしれないけど、出来る範囲のことは協

力しますから」 
と周りが寄り添って下さらなければ、発達障が

いの方々が安心して生きることが出来ません。  
TEACCH が何故あんなに成果を上げ、世界中

でそれを承認されているかというと、発達障が

いの人を治そうという発想がないのです。発達

障がいの人が発達障がいのまま、安心して幸福

に生きていくことが出来るように、安心して学

ぶことが出来るように、安心して働くことが出

来るように、周りにいる人達が協力をし、そう

なるように努力をするのです。 
また、視覚的構造化というのは、例えば、目

で見て分かるように状況を作るとか、教科書を

作るとか、あるいは教材を作るということです。

職場では、目で見て分かるような状況で働ける

ように、その部分だけでも、職場の仕組みをど

のように作り替えればいいかと、周りが協力す

るのです。周りが努力するのです。 
ところが、周りがそういう努力をしないで、

本人にばかり求めてきた。当たり前にあるよう

な環境や状況や学級や学校や職場やらに、本人

のほうが努力や適応をするように周りが求め続

けてきたでしょう？ 
私たちが TEACCH プログラムを一所懸命に

ご案内して努力をするようになって、ずい分と

それは軽減されてきたように思いますけれども

ね。 
こちらが努力してあげて下さい。どうすれば

この人が、この子が、安心して発達障がいのま

まで学べるか、発達障がいのままで働けるか、

そのためには周りがどのように協力して状況を

作っていけばいいのか、環境を作っていけばい

いのか、こういうことに努力することなのです。 
たとえわずかでもそういう努力をしてくださ

る所にお通い頂きたい、そういう所にご相談に

いらして頂きたいと思います。 
理解者に恵まれなかったら、立ち直れないで

すよこの方は。大変な状態でいらっしゃる。  

お分かり頂けるでしょう？  
中学二年生のお子さんをアスペルガーだと思

っていらっしゃる。ご自身も、自分をアスペル

ガーだと思っていらっしゃるお母さんで、二次

障がいで重症になった。二次障がいというのは

本来持っている傷害じゃないのです。周りの無

理解なことに対しての不適応反応です。二次障

がいが重くて鬱病になってしまわれている。 
発達障がいの人は適切に育てられなければ、

結果として、アダルトチルドレンと言われるよ

うな状態になってしまう。ひどいですよ、無理

解は。そのご実家とは絶縁中だというのです。 
ご実家が理解してあげてほしい、と本当は思

いますけれども、適切な専門家に出会うこと無

く今日まで生きてこられたのだなあ、としみじ

み思います。 
「実家が分かってくれたら」「夫が少しでも分

かってくれれば」と嘆いておられる。夫婦仲も

悪いので、結果として一人で２人の子どもを抱

えて育てていらっしゃる。「苦しくて苦しくて、

子どもに対する罪悪感でいっぱいです。毎日辛

いです」とおっしゃっておられるのですね。 
辛いでしょう。それは、お辛いでしょう。誰

一人、周りで本当に意味での理解してくれる人

がいない。身内にもいないし、夫もそうではな

いかもしれない。 
ソーシャルワークやケースワークをなさる方

がいらしたら、夫の理解を求めて下さるといい

なと思います。ご主人が理解者になるだけでも

だいぶ違います。なにも、悪意をもって理解が
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出来ないということではないでしょうから。 
分かってくださると、「妻のことを何とも言え

ず愛おしく思えてくる」という夫は決して珍し

くありません。逆もあります。奥さんのことを

ね。 
ある県の学校の校長先生なのですが、奥さん

と別居をされていた。私の講演を聞きに来て下

さって、別居をしている妻がアスペルガーだっ

てことが分かった。 
「もう心を入れ替えました」「家へ戻って一所懸

命に心を入れ替えた」「心を尽して妻と生活して

ゆこう」とこうおっしゃったのです。 
ご立派な先生だな、と思っています。「困難な

ことがあったらまたご相談に伺います」と言っ

て、そのあとおいでになりませんから、いろん

なことがいい方向にいってらっしゃるのかなと

思ったりしています。 
 
あり得るのですね。理解出来ないと、「何でこ

んなことが出来ないのか」というようなことで

喧嘩になったり、すれ違いになったりしてゆく。

親から見て子どもに対してでも、先生から見て

生徒に対してでも、みんなこうなるのです。そ

れは、発達障がいの人の特性が分からないから。 
だから、「理解者に恵まれて下さい」というこ

とを先ほどから再三申し上げているのです。理

解できれば、本当に私たちは、より適切な寄り

添い方が出来ます。そうすることによって、こ

の子達が好きになります。気休めでなく、私は

発達障がいの子どもたちが好きです。この子達

は、正直でしょう？ 真っ正直でしょう？ 裏

表がないでしょう？ 嘘をつかないでしょう？ 

もう少し上手に嘘をつければこんなひどいこと

にならなかったのに、と思いますよ。発達障が

いでない人は、いろんな程度に友人や親子や夫

婦の間で、嘘も方便という範囲内での嘘をつい

て取り繕って安定しているわけです。発達障が

いの人くらい真っ正直だったら、いろいろな難

しいことが起きるのだなと思います。この人達

がいかに正直で、それに比べると一般の定型発

達の普通だと思っている人達がいかにズルイか、

ウソつきであるかっていうのが、分かります。

悪いウソと思って申し上げているのではないの

ですけれどね。そうすると、何とも言えず不憫

な気持ちになりますよね、この人達に対しての

気持ちが。 
是非、理解者に恵まれて、そういう人達のサ

ークルやクラブやなんとかっていう所へおいで

になる機会を、周りの人が協力して作って下さ

るように、と思います。 
 
 
 
 

 
≪ご質問≫ ２ 

息子は高校 3 年生です。普通高校です。コミ

ュニケーしょうンなど苦手なところもあります

が、前向きに就職を考えています。今後、社会

の障がい者雇用支援を利用したほうが良い場面

もあるかもしれません。その場合、本人への告

知と本人の受容が不可欠です。告知のタイミン

グと方法について、アドバイスをお願いいたし

ます。 
 

≪アドバイス≫ ２ 
大変なことだと思います。 
私の身内にもいますけれども、その子が小学

一年生に入学する時に告知してやりました。 
そして、告知をなさる時にね、何年生になっ

てでも、どんなに大きくなってでも、大切な原

則はこういうことだ、と私は思っています。 
それは、発達障がいは発達が劣っているわけ

ではない、ということです。優れているところ

がたくさんあるのです。劣っているところも、

もちろんあるのです。最初に告知する時には、
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出来るだけ、優れているところをたくさん伝え

てほしいのです。優れているところがない子ど

もはいませんから、ない人はいませんから。小

さな子どもであれば、「あんたはジグソーパズル

が上手だったね」とか、そういうところをたく

さん伝えた後に、「だけどこういうところが苦手

でしょう？ 弱点欠点があるでしょう？」 
とこういうふうに分けて伝えてあげて下さるの

がいいのです。 
「こんなことがこんなに出来ても、こんなこと

はこんなに苦手でしょう？ こういう人のこと

を世の中では発達障がいと言うの」 
「発達障がいというのは発達が劣っているとい

う意味での障がいでは無くて、発達がいろんな

ところで不均衡で、デコボコがあるのです。こ

ういうことが出来ても、こういうことが苦手な

のですという意味でね」 
というふうな伝え方をしてあげるといいですね。 

そしてね、その場合にお気を付けになる必要

のあるのは、発達障がいであることが、悲しい

こと、不快なこと、いやなこと、ダメなこと、

という意識のある人が伝えてはいけません。伝

わりますから、それが。 
多少誇張して申し上げると、発達障がいは素

晴らしい、とこういうくらいの気持ちを持って

いる人、発達障がいに肯定的な感情を持てる人

が伝えてあげて下さい。私は発達障がいが好き

ですからね、自分がそうだからって言うのじゃ

ありませんが、好きですからね。肯定的なとこ

ろをたくさん伝えた後に、弱点・欠点・弱いと

ころを、あとから控え目に伝えてあげて下さい。 
「あなたのように能力が高い人は、高機能発達

障がいと言うのですよ。」 
「あなたのように絶えず自由におしゃべりが出

来るような人をアスペルガー症候群と、言う人

もいますよ。」 
というふうにして伝えていくのですね。 
発達障がいに否定的なマイナスの感情を持っ

ている人が伝えては、駄目だと思うのです。そ

して、伝える時に、その子の持っている優れた

面をいくつも伝えながら、弱点・欠点・弱い面

を後から付け足すようにして伝えて、この弱

点・欠点のある方向を必要とされる所には進路

を向けて行かない。得意なことがたくさん発揮

できる所へ、大学へ行く時にせよ就職する時に

せよ、こちらに向けてこれから進んで行こうと

いうふうに、肯定的な希望をもった伝え方をさ

れるということが大切だと思いますね。 
 
 
 
 
≪ご質問≫ ３ 

二歳の娘が、療育センターに週一で通ってい

ます。もともと夜泣きもひどかったし、なによ

りも物すごく癇癪がひどかったことが悩みで、

今に至っています。 
最近は、外出すれば娘がやたら叫び、泣くこ

ともあって、かなりの確率で店の人から必ず「う

るさい」とか「迷惑だ」とか苦情を直接言われ

ることが増えてきました。正直、この調子が続

き過ぎてもう母親の私自身が外出がおっくうに

なっています。 
娘のような行動がこれからもずっと続くもの

なのか、すごく気になります。娘は限りなくブ

ラックに近い自閉症のグレーと言われています。 
 
≪アドバイス≫ ３ 

ブラックであってもグレーであっても、連続

体でしょう？ どこからがブラックで、どこか

らがグレーということではないのですよね。 
そして、私はこういうことを思います。グレ

ーの人のほうが、大きくなって不適応を起こさ

れている場合が多いのです。何故かというと、

一見軽そうに見えるから何でもかんでも出来る

ようにと無理強いされ過ぎているところがある
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のですね。 
こういうことを申し上げていいと思うのです

が、引きこもりの人とか、大変不幸な犯罪を起

こしてしまった人に何人も出会ってきましたが、

ほとんどの方が普通学級だけで教育を受けてこ

られましたね。本当の意味での適切な特別支援

教育を、どなたも受けられていない。それは軽

いからです。軽いと言ったら変ですけれど、グ

レーだからです。ブラックだったら、特別支援

教育をしっかり受けようと思われたのではない

でしょうか。ですからグレーだから問題が軽い

のでは無くて、特性が一見軽く見える、ブラッ

クだったらより強く見えるということであろう

かと思います。 
この子がどういう子なのかということを、本

当にしっかりご理解なさって、ご家庭で生活を

されて、例えば、これから行くところを、行く

前に絵カードか何かを作っておいて 
「スーパーに行きますよ、コレだよ」 
と行くところの絵カードを何枚か作っておいて、

それを提示しながら行く。二か所三か所行かざ

るを得ないときは仕方ありませんけれども、そ

れはあんまりこの子達が安定することではない

のですけれど、一か所ずつ選ぶ、時には二か所

くらいとかね。 
そういう時に、どこへ行く、何を買いに行く

っていうようなことを、絵で示してあげるとい

いのです。こういうお子さんに話し言葉で伝え

るというのは、苛立たせるばかりです。情緒を、

より不安定にさせますから。 
話し言葉は出来るだけ短くしか使わない。最

小限にする。そして、意味ある言葉を絵で示し

てあげる。大きくなったら文字カードで、文字

で伝えてあげる。あと、規則的情報に切り替え

ながら、何時にどこへ行くのかってことが、出

る前に分かっている状態にしておいて下さると

いいですね。 
絵を描いて、示してあげて下さい。スーパー

マーケットならスーパーマーケットのトレード

マークみたいなものを示されてもいいし、入口

の写真をお撮りになっておいて示されてもいい。

「どこそこに行く」って一言言って、「さあ行こ

う」と。それから、「何を買おう」「何を買いに

行く」っていうようなことも絵でお示しになっ

てもいいと思います。 
何しに、どこへ行くのかということが、具体

的に分かれば分かるほど、この子達は、たとえ

二歳であれ何歳であれ、ずっと安定しますから、

そこをお示し下さるのがいいですね。 
何をされるか、どこへ連れて行かれるか、い

つまでこのようにさまようのか、何もわからな

い状態で連れまわされるというのが、この子達

には一番不安定になることですので、そこをお

気をつけ下さればいいと思います。 
 
 
 
 
≪ご質問≫ ４ 

発達障がいがあり、登校を渋る子どもにどん

な対応をすることが望ましいでしょううか？ 

特に、学校での環境調整をお願いするにあたっ

て、大事なことは何でしょううか？ 
 
≪アドバイス≫ ４ 

とても重要なことですね。行きたがらない学

校へ、行けばそのうちに慣れて、新たな適応力

が身について、発達したとお考えになるのは、

これは安易な間違えですね。 
行きたがらない学校へ、行けば行くほど後遺

症を大きくしていきますよ。これは、本当にそ

うです。一般の生徒にとってもそうですけれど

ね、行きたくない学校へ通うというのは、ほと

んどプラスになりません、いろんな意味で。特

に、発達障がいの子どもには非常に良くないで

すから、この子が安心して通える場所、あるい
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は興味や関心を抱けるように、教材やその他い

ろいろなことを用意して授業をしてもらえてい

るような学校を探されたらいいですよ。嫌がっ

ているのを一所懸命無理して連れて行って、そ

うして長い目で見て成功した、というのは、ほ

とんどありません。40 何年仕事をしていて、本

当にそう思いますね。 
そして、ご家族がしばしば間違われるのです。

ある種の高望みをしていらっしゃるのです。よ

りレベルの高いところへこの子を入れると高い

レベルのことが出来て、この子は発達がより順

調に行く、みたいな方向に夢を持たれるのです。

でも、事実は逆です。引きこもる方向に行きま

すよ。辛いところへ行くということは、出てい

くことがだんだん嫌になっていって、というよ

うなことになりがちですから。 
よく TEACCH は言うのですよね。少し易し

すぎることから教えてくれるような教育が最善

です。失敗をさせないように。「ああ、できる。」

「これも分かる」というようなことを繰り返し

繰り返し教えていって、どういうことをどのよ

うに準備すれば、この子は新たなこともこのよ

うに学べるか、ということを先生が生徒から学

んで見つけていく。こういう教育のプロセスを

始めなければ、大きな成果を上げることは出来

ないのです。TEACCH では、そういうやり方で

進めていくのですよね。高機能の人たちはほと

んど大学に行って学んでいますけれど、ＩＱが

正常だから普通学級で、なんてこんな乱暴な安

易なことをしてはいけません。私たちには、本

当の意味でよく修練を積んだ優れた教員が少な

いので、なかなかこういうところを選びにくい

のですけれどね。 
やや易し過ぎるところのほうを選んで下さる

ほうがいいのです。これがね、日本の保護者の

方にはなかなか出来ないことなのです。難し過

ぎる所ばっかり選んでいらっしゃいますから。 
そして、大きくなればなるほど不適応の度合

いが小さい時より増してきますでしょう？ 周

りをよーくご覧下さい。大きくなるにつれて安

定した豊かな能力を発揮して適応力を広げてい

かれるという所は、決定的に少ないのではない

ですか、日本では。知っていらっしゃいますか、

この事実を。よくお考えになって下さい。子ど

もの身になって下さい。 
周りの人が子どもに向かって「お母さんの身

になって」とか、「お父さんに気持ちが分かって

ほしい」みたいな教育をなさっていたのですよ。

それは、保護者ではありません。出来の悪い教

師みたいなものです。いいですか、保護者に徹

して下さい。保護をしてあげて下さい。毎日楽

しく学校に行けるように、毎日楽しく一日を過

ごすことが出来るように。こういう発想でお育

て下さいね。 
優れた先生たちも、そうだと思います。「よう

こそ私の教室へ」「今日の私の授業で良かったで

すか？」と問いかけながら、生徒に教育をして

下さるでしょう？ そういう先生というのは。 
 

 
 
 
 
≪ご質問≫ ５ 

私は、小学校は通級、中学校は出来ない教科

を特別指導、それから高校は普通高校でした。

高校の担任の教師には、ばい菌がうつるとか、

頭が悪いとか言われたり、殴られたりしました。

そのあと専門学校に行っていました。専門学校

では情報工学を修め、いつも上位の成績でした。 
でも、会社に入ってから、やはり暴力をふるわ

れて、鬱になりました。 
 
≪アドバイス≫ ５ 

適度にいい特別支援教育を受けながら普通学

級にいらして、専門学校では大勢の皆さんと一
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緒にいらしたということですね。一番苦しかっ

たのは、高校時代でしょうか。会社でも、同時

にいろいろ出来ないということから暴力をふる

われたのですね。でも、今の課長さんは県のジ

ョブコーチの方と連携して、よき理解者なので、

今は職場で頑張っていらっしゃるのですね。素

晴らしいお話をありがとうございました。 
 
 
 

 
≪ご質問≫ ６ 
アスペルガー症候群の４年生の息子がいます。

不登校がかなりひどくて、どうしたものかと担

任と頭を悩ませておりますが、これから中学校

を選ぶにあたり、どうしたらいいかアドバイス

をして下さい。 
 
≪アドバイス≫ ６ 

生徒が登校をしぶりたくなるような教室では

ダメなのです。しぶらなくてもいいような教室

を運営して頂かなくてはなりませんね。 
しぶらなくてもいいように、どういう教育を

教室の中でして下さるといいのか。その教室の

中で、何をどうすればいいのか。あるいはそう

いう工夫が限界であれば、特別支援教育のほう

にも通級するとか。あるいは、思い切って特別

支援教育のほうに移られるとか。  
我慢して努力をしているうちに何とかなって

しまって、忍耐力が身について適応力が身につ

いて、ということを私も昔考えていたことがあ

るのです。でも、何とかなりません。登校を渋

りながら行くというのは、必ずあとからその後

遺症が出てきますよ。登校をしぶるような学校

へ行ってはいけないのです。 
ではどうしたらいいのか。先生とお話しにな

って下さい。 
「登校をしぶらないでいいような教室が出来

ますか？」「クラスメイトの理解が必要です

か？」「授業の運営の仕方の工夫が必要です

か？」「何がどうですか？」ということを先生と

お考え下さい。中学はもっと先のことでいいの

ではないでしょうか。今４年生ですから、あと

５年６年とあるのですからね。 
とても重要なことです。今、毎日通っている

学校で登校をしぶっていらっしゃるということ

です。 
昔は私も、30 年 40 年前の時にはやや安易に

考えていました。というより発達障がいの人の

ことをよく知らなかったのです。それで、一般

の生徒と同じように、多少辛くても頑張って通

学しているうちに、乗り越えてしまう、乗り越

えたら一皮むけて強くなっている、忍耐強くな

っている、というふうに思っていました。これ

は普通の子どもではそう言えるのです。ところ

が、この子達は反対ですよね。 
一般の生徒たちは、困難を乗り越えて何かを

達成したときに、感動・喜びが大きいのです。

山登りと同じです。 
ですが、発達障がいの子どもは、傷が大きく

なるのですよ。困難なんかを乗り越えさせてあ

げるということは間違えです。 
これは発達障がいと関係のない方にはなかな

か分からないですよ。理解し難いことです、本

当に理解し難い。 
そしてね、日本の教育にしろ、困難を乗りえ

させてやるということを好きな人が多すぎるの

です。それを発達だと思っているのです。よく

あることですね。一般の生徒に対しては、そう

ですよ。でも、発達障がいの人に対しては、そ

うではありませんから。 
先ほど質問してくださった青年も、いろいろ

ご苦労されて乗り越えて来られたようですが、

ゆっくり話してもらえれば、いまだに気持ちの

あちこちで壊されたことを引きずっていらっし

ゃるという部分がたくさんあると思います。例
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えば、フラッシュバックを起こして勤務中に爆

発してしまうとか。 
過保護にしなさいとか、甘やかしてホイホイ

してあげて下さい、とこんなことを安易に申し

上げているのではないのですよ。 
どうぞ、我慢をさせないで上げて下さい。我

慢というのは、私たちと違った意味合いがあり

ます。私たち皆さん一般の子どもたちは、我慢

を乗り越えて行くっていうことがありますが、

この子達は“我慢しないで身につけていくこと

が本当の能力になっていく”のです。 
怠け者ではありませんからね。我慢しないで

いろんなことが出来るような環境においてあげ

て下さい。怠けているのではないのです。一般

の人たちは、努力我慢しなくても何とかやって

いけるとなると怠け者になりますよ。そこの違

いを私たちはなかなか本当の意味で理解できな

かった。そこのところだけでもしっかり理解し

ていただけたらと思います。この子達に忍耐力

を鍛えるなんてバカなことをしないで下さい。 
我慢・忍耐をさせないで下さい。 
 
 
 

 
≪質問５の方からのご発言≫ 
私も痛いくらい痛感しました。あと残りの 2

年間を無理に普通学級に閉じ込めるのはお止め

になって、お子さんの興味のあることをさせて

下さい。例えば図書室登校なんてことでもいい

と思うのです。実は、私は小学生の時に本が大

好きで、図書室にいつもいて歴史の本を読んで

いました。それを中学の先生に申し送りしても

らえて、中学の先生が、「それなら高校は理解あ

る高校に進学して専門学校に行って、好きなこ

とを延ばすことを考えればいい」と言ってくれ

たのです。そして私は障がい特性に配慮した就

職先に入り、勤続 10 年半となりました。発達障

がいの人たちが社会に出るための準備に役立つ

ようにと、地域活動もしています。 
どうか、長所を伸ばしてあげて下さい。出来

ないことを責めないで下さい。ましてや暴力や

何かで否定されれば、落ち込んで鬱病なりなん

なりになってしまします。 
当事者の叫びは、 

「おれたちを分かってくれ！」 
ということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐々木先生から最後にひとこと 

では最後に、私どもは家庭で、小さな活動を

しています。その一つがホームページです。 
「ブドウの木 佐々木正美」で検索してみて

下さい。いろいろ発信しております。是非ごら

ん下さいね。（長い拍手） 
 
司会者：佐々木先生、今日は本当にありがとう

ございました。先生は今日は午前中からお話し

されていますので、本当にお疲れ様でした。 
では、最後に主催者のひとつ日曜クラブ ta-a-ta
の関洋から一言ご挨拶を申し上げます。 
 

佐々木先生、本日は心温まるそして大事なお

話をして頂き、本当にありがとうございました。

ご来場の皆様、お忙しいところをおいで下さい

まして、本当にありがとうございました。 
佐々木先生は、「他者との交わりに豊かなもの

や喜びを感じられるといいな」と、いつもおっ

しゃっていますね。私ども日曜クラブ ta-a-ta
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は、いろいろな人がボランティアで運営してお

ります。学童クラブで障がいを持つお子さんと

交わった人、農業をして近くの特別支援学校に

畑を提供している人、グループホームで食事作

りなどで交わっている人、心病む方々のお話を

お聴きしている人、保育を学んでいる学生、青

物市場で働いている人などいろんな人達が、日

曜日の保育にボランティアとして加わって下さ

っています。 
活動に加わっている皆さんから共通して語ら

れることは、「障がいを持つお子さんや人達には、

地位だとか肩書だとか職業だとかということは

まったく関係ないね。心で私たちを見ているの

だね」ということなのです。 
そして、 

「優しく、飾らない生活を送らないといけない

よ」と、障がいを持つ子どもたちにいつも言わ

れているように感じています。 
皆様、今日は本当にありがとうございました。 

 
―――――終了――――― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※カットは、矢野英志郎さん（東京都小平市

のぞみ作業所勤務）が描いて下さいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

――講演会メモ―― 
 
第一回 佐々木正美氏研修会 

テーマ：「自閉症の人が地域で生活するために 

～ 理解者に恵まれて ～」 

講 演：佐々木正美氏 
日 時：2011 年 10 月 2 日 14:00～16:00   
場 所：練馬区立勤労福祉会館 
主 催：日曜クラブ ta-a-ta 
共 催：NPO 法人 ＩamＯＫの会 

 NPO 法人 手をつなご 
協 力：（社）正夢の会  

NPO 法人 東京都自閉症協会 
後 援：練馬区児童青少年部 


